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1.  平成24年3月期第2四半期の業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 6,064 △4.4 △88 ― △95 ― △100 ―
23年3月期第2四半期 6,342 △4.6 30 △76.4 25 △79.5 19 △83.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 △3.22 ―
23年3月期第2四半期 0.62 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第2四半期 2,595 238 9.2
23年3月期 2,638 339 12.9
（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  238百万円 23年3月期  339百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― ― ― 0.00 0.00
24年3月期 ― ―
24年3月期（予想） ― 0.00 0.00

3.  平成24年3月期の業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,500 △1.4 50 △28.6 35 △36.4 10 ― 0.32



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 31,337,000 株 23年3月期 31,337,000 株
② 期末自己株式数 24年3月期2Q 165,703 株 23年3月期 162,005 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 31,173,036 株 23年3月期2Q 31,179,605 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、（添
付資料）３ページ「（３）業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、電力供給の制約や原子力災害の影響に加え、世界経済の減速懸

念や急激な円高など、景気の先行きは極めて不透明な状況であります。 

食品加工業界におきましても、お客様の低価格志向や節約志向が根強いため、依然として、消費の低迷から

脱せず、更に放射能汚染による安全性に対する懸念の顕在化も相まって、厳しい環境下で推移いたしました。 

 このような状況のもとで、当社は「安全・安心な商品を製造・供給すること」に徹するため一部生産及び物流

体制を見直してまいりました。また、当社の商品はスターゼングループの全国にある販売会社が販売を担当して

おり、当社と連携して販売キャンペーンの推進や販路拡大に取り組んでおります。 

しかしながら、低価格志向が一層強まり販売単価の下落を招いたことや一部の原材料が値上がりしたことな

どにより、当第２四半期累計期間の売上高は60億64百万円（前年同期比4.4％減）、営業損失は88百万円（前年

同期は営業利益30百万円）、経常損失95百万円（前年同期は経常利益25百万円）、四半期純損失は１億円（前年

同期は四半期純利益19百万円）となりました。 

  

事業の種類別の業績は次のとおりです。  

  

① 加工食品事業 

 当第２四半期累計期間は、福島第一原発事故の放射能汚染問題で食品の安全性が問われ、特に、牛肉を

はじめとして食肉業界は大きな影響を受けました。当社商品もローストビーフや牛肉を主体としたミート

ギフト及び惣菜等の販売量の減少を招きました。 

  食肉加工品につきましては、第１四半期後半より高額商品を中心として消費の低迷が顕著となり、更

に、中元ギフトも前年を下回る結果となりました。９月からは販売促進キャンペーンを実施しております

が、当四半期ではその効果は僅少であり、第３四半期に寄与するものと見込んでおります。当第２四半期

累計期間の売上高は41億24百万円（前年同期比1.5％減）であります。 

 その他惣菜等につきましては、放射能汚染の影響で当社の主要商品であります「焼肉キット商品」や

「ステーキ類」が奮わず、また、仕入先が被災したことによる販売の遅れもあり、第２四半期累計期間の

売上高は19億39百万円（前年同期比9.9％減）となりました。 

  

② その他の事業 

   不動産の賃貸収入のみで、当第２四半期累計期間の売上高は1,200千円（前年同期比100.0％）でありま

す。   

   

（２）財政状態に関する定性的情報 

  （資産）   

 当第２四半期会計期間末の流動資産は17億３百万円で前事業年度末と比べ21百万円の減少となりました。

これは、主として商品や製品などのたな卸資産が１億８百万円増加したものの、売掛金が１億55百万円減少

したことなどによるものです。 

  固定資産は８億91百万円で前事業年度末と比べ22百万円の減少となりました。これは、主として有形固定

資産の減価償却などによるものであります。 

 この結果、資産合計は25億95百万円となり、前事業年度末と比べ43百万円の減少となりました。 

（負債）  

 当第２四半期会計期間末の流動負債は19億39百万円で前事業年度と比べ１億24百万円増加いたしました。

これは、主として関係会社短期借入金が１億56百万円増加したことなどによるものであります。 

 固定負債は４億16百万円で前事業年度と比べ67百万円減少いたしました。これは関係会社長期借入金が36

百万円減少したことなどによるものであります。 

 この結果、負債合計は23億56百万円で前事業年度末と比べ56百万円増加となりました。 

（純資産） 

 当第２四半期会計期間末の純資産合計は２億38百万円で前事業年度と比べ１億円減少いたしました。これ

は、主として当四半期純損失１億円によるものであります。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報



 （キャッシュ・フローの状況）  

 当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下、資金という。）の残高は55百万円となり、前

事業年度末と比較して11百万円の増加となりました。 

  

   各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。 

  （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

    当第２四半期累計期間における営業活動の結果、使用した資金は53百万円（前年同期は８百万円の使用）

   となりました。主な増加要因は、売上債権が１億55百万円減少したことなどであり、主な減少要因はたな卸

   資産が１億８百万円の増加、仕入債務が58百万円減少したこと、及び、当第２四半期累計期間の税引前四半

   期純損失が95百万円であったことなどによるものであります。 

  （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

    当第２四半期累計期間における投資活動の結果、使用した資金は41百万円（前年同期は54百万円の使用）

   で、これは主に工場の生産設備の投資額38百万円等であります。 

  （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

    当第２四半期累計期間における財務活動の結果、得られた資金は１億７百万円（前年同期は79百万円の獲

   得）であります。これは主に関係会社短期借入金の増加額１億56百万円等によるものであります。   

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 当社は、平成23年10月21日に第２四半期累計期間及び通期の業績予想の修正を行いました。 

 通期につきましては、歳暮ギフトやおせちなど年末商品の販売拡大に努め、全社挙げての経費削減に取り組み収

益の改善を図ってまいりますが、原材料の値上がりや業者間の価格競争で販売価格の下落も予想され、また、第２

四半期累計期間の業績を踏まえて下方修正しております。通期の業績予想を、売上高125億円、営業利益50百万

円、経常利益35百万円、当期純利益10百万円としております。 

  

  

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。  

  

  

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  該当事項はありません。  

  

  

２．サマリー情報（その他）に関する事項



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 44,480 55,954

売掛金 1,154,122 998,358

商品及び製品 297,046 400,200

仕掛品 15,819 21,100

原材料及び貯蔵品 193,561 193,980

未収入金 7,156 14,030

その他 13,069 20,022

貸倒引当金 △511 －

流動資産合計 1,724,744 1,703,646

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 5,711 5,153

構築物（純額） 0 16,231

機械及び装置（純額） 296,429 276,285

車両運搬具（純額） 8,872 6,115

工具、器具及び備品（純額） 31,239 33,727

土地 394,140 394,140

リース資産（純額） 129,666 113,215

有形固定資産合計 866,059 844,869

無形固定資産   

のれん 20,000 15,000

電話加入権 4,748 4,748

ソフトウエア 2,920 3,780

その他 3,424 3,118

無形固定資産合計 31,093 26,647

投資その他の資産   

投資有価証券 5,615 6,231

関係会社株式 0 0

出資金 5,278 5,278

差入保証金 5,578 6,708

その他 363 1,698

投資その他の資産合計 16,835 19,916

固定資産合計 913,987 891,433

資産合計 2,638,731 2,595,080



（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成23年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 913,496 855,312

関係会社短期借入金 424,441 580,961

1年内返済予定の関係会社長期借入金 72,000 72,000

リース債務 28,905 27,486

未払金 140,231 129,414

未払費用 74,026 74,791

未払法人税等 15,646 10,468

未払消費税等 9,892 －

賞与引当金 100,882 109,850

リース資産減損勘定 18,532 18,883

その他 17,247 60,727

流動負債合計 1,815,302 1,939,897

固定負債   

関係会社長期借入金 206,000 170,000

リース債務 118,994 102,067

退職給付引当金 110,899 111,679

長期預り保証金 1,004 1,004

長期未払金 19,765 13,497

長期リース資産減損勘定 27,680 18,160

その他 － 27

固定負債合計 484,343 416,437

負債合計 2,299,646 2,356,334

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,699,968 1,699,968

資本剰余金 909,840 909,840

利益剰余金 △2,252,538 △2,352,979

自己株式 △17,775 △18,122

株主資本合計 339,494 238,706

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △408 40

評価・換算差額等合計 △408 40

純資産合計 339,085 238,746

負債純資産合計 2,638,731 2,595,080



（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

売上高 6,342,153 6,064,976

売上原価 5,542,133 5,484,966

売上総利益 800,019 580,010

販売費及び一般管理費 769,034 668,436

営業利益又は営業損失（△） 30,985 △88,426

営業外収益   

受取利息 70 32

受取配当金 57 37

受取手数料 487 335

貸倒引当金戻入額 147 511

協賛金収入 1,355 －

雑収入 1,620 1,251

営業外収益合計 3,736 2,168

営業外費用   

支払利息 8,889 8,828

雑損失 697 622

営業外費用合計 9,586 9,450

経常利益又は経常損失（△） 25,134 △95,708

特別損失   

投資有価証券評価損 1,029 －

特別損失合計 1,029 －

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 24,105 △95,708

法人税、住民税及び事業税 4,733 4,733

法人税等合計 4,733 4,733

四半期純利益又は四半期純損失（△） 19,372 △100,441



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

24,105 △95,708

減価償却費 67,974 58,450

のれん償却額 5,000 5,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） △147 △511

退職給付引当金の増減額（△は減少） 38,496 780

賞与引当金の増減額（△は減少） 16,574 8,968

投資有価証券評価損益（△は益） 1,029 －

受取利息及び受取配当金 △127 △69

支払利息 8,889 8,828

売上債権の増減額（△は増加） 109,502 155,764

たな卸資産の増減額（△は増加） △197,835 △108,853

仕入債務の増減額（△は減少） △39,371 △58,183

未払債務の増減額（△は減少） 32,344 △24,683

未収消費税等の増減額（△は増加） － △1,907

未払消費税等の増減額（△は減少） △59,188 △9,892

その他 2,544 26,293

小計 9,790 △35,725

利息及び配当金の受取額 127 69

利息の支払額 △8,889 △8,819

法人税等の支払額 △9,466 △9,466

営業活動によるキャッシュ・フロー △8,437 △53,942

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △51,072 △38,921

無形固定資産の取得による支出 △2,499 △1,410

差入保証金の差入による支出 △1,210 △1,620

差入保証金の回収による収入 499 489

その他 △156 △139

投資活動によるキャッシュ・フロー △54,439 △41,600

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 128,107 156,519

長期借入金の返済による支出 △36,000 △36,000

リース債務の返済による支出 △12,859 △13,156

自己株式の取得による支出 △123 △346

財務活動によるキャッシュ・フロー 79,124 107,017

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 16,246 11,473

現金及び現金同等物の期首残高 35,451 44,480

現金及び現金同等物の四半期末残高 51,698 55,954



  該当事項はありません。  

  

  

  該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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